
 寿楽荘だより 第一号 

平成１３年４月１日 

  介護老人福祉施設 寿楽荘  

           〒 198-0213  東京都西多摩郡奥多摩町海澤４９７ 

当施設は、東京の奥庭、奥多摩の大自然に囲まれた海抜４００ｍの高原盆地にあり、愛情、

人の和、信頼関係の中での慈悲（慈＝他に楽を与える、悲＝他の苦を除く）を理想に老人自

体が主体となって生活をエンジョイできる施設をめざしています｡ 

寿楽荘全面改築進行状況 ２枚の写真は平成１３年

３月末に仮設棟屋上より

撮影したものです。左が

診療所を含む西側から。

下が千歳寮･東側からのも

のです。鉄筋２階建て、

全室トイレ完備で、完成
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佐
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黙
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平成１３年３月撮影 

時には入所利用者１９０

名、ショートステイベッ

ト６床、入院ベット１０

床と、都内に存在する民

間施設としては最大級の

施設となります。 

電話 ０４２８－８３－２３３８   Fax  ０４２８－８３－３７０５ 

Email    jyurakusou@futabakai.or.jp 

Homepage http://www.futabakai.or.jp/ 

基
本
姿
勢 



機能回復訓練室（リハビリ室） 

 理学療法士・作業療法士・マッサー

ジ師等により、各利用者の身体状況・

精神状況に沿った個別の内容による関

節可動域拡大訓練や、温熱・電気治

療、平行棒訓練等が行われます。ま

た、施設内に於ける最大の空間でもあ

り、敬老感謝祭等の催しや、各種慰問

等の際には、埋設されている舞台設備

がせり上がり、会場としての機能も果

たすようになっており、車椅子の方を

含めて100名以上の方にお入りいただ
くことが可能となっています。 

食堂・中庭 

食堂では、ゆったりと食事を摂って頂

けるよう、また車椅子の方でもスムー

ズに出入りができるように、広めの設

定となっています。食事時間以外でも

利用者の方同士が雑談をしたり、面会

の方と話ができるよう常に開放してあ

り、天気の良い日には隣接する中庭も

ご利用いただけるようになっておりま

す。 

第一号（二） 平成１３年４月１日 

３月３０日、寿楽荘OB会が開催され、四十数名のOBの方が来荘され新しい寿楽
荘を見学されました。昭和４２年２月の開設以来三十数年、現在のように設備や

制度も充実していないなか、寿楽荘を築き守ってこられたOBの方達と新館正面玄
関前にて記念撮影を行いました。 

◆ ４月上旬    ：仮設棟利用者引越し 
◆ ４月中旬    ：仮設棟取壊し 
◆ ５月中旬    ：前庭を含む全工事終了 
◆ ５月１９日：お披露目式     
◆ ５月２２日：落成式      

となっております。 

また利用者サービスに関しても 

◇ 各種クラブ活動の再開 

◇ 誕生者のお祝い 

◇ 外出行事の継続及び拡充 

等の実施が計画されています。 

今

後

の

予

定 

寿 楽 荘 O B 会 

広報委員長      村 木 事 務 主 任 

編集委員長      清 水 介 護 主 任 

 編集委員      青 木 栄 養 士     
 編集委員      小 川 事 務 主 任 

 編集委員      島 崎 事 務 主 任 

 編集委員      杉 浦 介 護 主 任 

 編集委員      牧 野 介 護 主 任 

 編集委員      牧 野 看 護 主 任 

 編集委員      三 富 介 護 主 任 
 ( 編 集 委 員  五 十 音 順 ) 
スーパーバイザー        原 島 事 務 長 
 

※上記委員により今後も寿楽荘だよりは定期的に 

    刊行される予定です。ご協力をお願いします。 
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第一号（三） 平成１３年４月１日 



当法人は、昭和３８年９月に設立代表者 佐藤黙童氏を中心として、理事、監事１３名の執行部を組

織し、１００万円の拠出金をもって「栴檀は双葉より薫し」を目標とし、宗教法人から引継いで誕生

しました。 

○法人所在地      〒198-0212 東京都西多摩郡奥多摩町氷川1444番地 
○電話番号         ０４２８－８３－２３３８（寿楽荘内） 
○FAX            ０４２８－８３－３７０５（寿楽荘内)  
○役員構成  理事10名 監事2名 評議員21名 

○代表者   理事長 小川幸男 

社会福祉法人 双葉会 

● 所在地 〒 198-0213 東京都西多摩郡奥多摩町海沢４９７番地  

● 施設長 佐藤 泰信  

● 沿革   昭和４２年 ２月 創設 定員５０名 初代施設長 佐藤黙童  

   昭和４４年１０月 増設及び定員変更 定員７３名  

   昭和４８年 ４月 増設及び定員変更 定員１５０名  

   昭和５６年 ４月 定員変更 定員１６０名  

第一号（四） 平成１３年４月１日 
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介護老人福祉施設  
介護保険事業所番号 1372400125 
当指定介護老人福祉施設は、施設サービス計画に基づき、可能な限り居宅における生活へ

の復帰を念頭において、入浴、排泄、食事等の介護、相談及び援助、社会生活上の世話、

機能訓練、健康管理及び療養上の世話を行うことにより、利用者がその有する能力に応じ

た自立した日常生活を営むことができるようにすることをめざすものです。 
   
短期入所生活介護事業  
介護保険事業所番号 1372400125 
当施設の指定短期入所生活介護事業は、利用者が可能な限りその居宅において、その有す

る能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、入浴、排泄、食事等の介護その

他の日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者の心身の機能の維持並びに

利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るものです｡  
※主に奥多摩町、丹波山村、小菅村の居住者｡ 

   
居宅介護支援事業所  
介護保険事業所番号 1372400323 
当指定介護事業所は、利用者の委託を受けて、居宅サービス計画の作成を支援し、指定居

宅サービス等の提供が確保されるようサービス提供事業者との連絡調整その他の便宜を図

ります。  
※主に奥多摩町、丹波山村、小菅村の居住者｡ 

 

提

供

サ

ー

ビ

ス   
 


